
あすなろの家 令和 7年度事業報告

令和 7 年度力を入れてきたこと

令和 7 年度は「はじまる」をワードとして活動をしてきた。やはり 12 月の久遠事業のスタートが大きいと

ころとしてあるが、本物のケア、本物の接遇力、本物の繋がり、私たちが、それぞれのカテゴリーを軸に

各部や全体で線のある取り組みを行ってきた。

本物のケア

自立支援介護の研修においてマイスター制度を創設、マイスターを目指したいと手を挙げてくれた職員が

江川副施設長・前川主任・三浦主任による勉強会に参加、そして学習をした職員自身が講師となり、施設

全体の内部研修で講師を務め伝えていくかたちをとった。研修の振り返りシートからも参加職員の自立支

援介護への意欲等も効果は十分感じられるものとなった。業務の中で学んだことを実践していく環境もあ

り、ご利用者のケアに即結びついていくものだと感じている。

また基本的な介護技術については、ご利用者個々に対しての具体的な介護技術の習得を、エキスパートス

キルリーダーが直接職員と確認する制度も充実し、業務の中で自分が躓いたケアについて学ぶことも大変

好評であった。

本物の接遇力

元気を作る接遇（あすなろに来ると、あすなろの職員と話すと元気が出る）を目標に掲げ 1 年活動を行っ

た。日常のなかでの接遇はもとより、若い世代の職員からの発信で、１か月の間で他部署の職員との共通

点（出身中学・好きな歌が同じなどなんでもいい）探しのビンゴゲームを行った。職員同士の繋がりを探

し距離間を近づける効果があり、施設内のあちらこちらで楽しく参加している職員の姿が印象的だった。

そして地域を舞台にしたウォークラリーでは、元気なかけ声を掲げ、参加者と元気にハイタッチしながら

あいさつをする職員の姿が、7 年度の接遇の象徴のように感じられた。

本物の繋がり

7 年度も様々な地域活動を展開しながらも、地域のいろんな人がいろんな人を支える、支えあう地域作り

というワードを出し動いてみた。飯田まつりでは、ご利用者が実際におにぎりを握ったこと、ひかりサロ

ンのご利用者が主体となったイベントの開催、地域で鬱症状を抱える方の雇用、ウォークラリーでは山原

の住民の方同士でお店を出してくれたこと、久遠のお手伝いには、登校拒否の小学生の親子と障害を抱え

る方が月に数回ではあるが参加してくれた。切り口も難しく、まだまだ手探り状態ではあるが、久遠の活

動を通じ少しだけ地域のいろんな人との出会いが始まった！そんなところだろうか。これからの展開が楽

しみである。

私たちが

主体性のある職員集団へという部分では、新リーダー研修という研修名で、現リーダー層と、その下の世

代の職員が一緒に 5 回シリーズの研修（社労士による）にチャレンジしたり、若い世代の職員発信で楽し

い企画を実施し大変盛り上がったりした。そして、久遠事業スタート、まだ始まったばかりではあるが、

目的を丁寧に伝えてきた中で職員も目的を理解し動きながら、たくさんの刺激を受けている姿が多々見受

けられている。そして、お店で商品を買って帰られるお客様を見ていて、形は違うけれどキラキラ笑顔を



作り出すことに変わりはない！今までの事業だけではないもっとたくさんのキラキラ笑顔を作ることがで

きるかもしれない可能性を感じている。こんな濃厚な 7 年度だった。

職員採用状況

退職  正規職員  ３人（特養介護職３）        期間職員  １人（特養介護職１）

     時給職員  ５人（メイト３・特養介護職２）

 採用  正規職員  ３人（特養介護職２・管理栄養士１） 期間職員  ２人（特養介護職２）

     時給職員 １０人（メイト５・特養介護職１・看護師２・事務員２）

  介護人財の採用はなかなか難しい、しかし７年度はホームページ・インスタからの情報や地域の方か

ら話を聞いて連絡してみたという方が多かった。８年度は外国人の雇用に踏み切るが、安心してもら

える受け入れができるように準備を進めている。

防災 訓練等実施状況

４月・BCP研修／訓練（非常食の作り方・試食・他の備蓄品確認）  ２回

   特養９名・ショート４名・デイ３名・居宅５名・ケアハウス４名・ヘルパー３名

   ・停電時対応／体験訓練

    事務２名・特養２２名・厨房４名・ケアハウス２名

５月 ・停電時対応／体験訓練

     事務２名・特養２２名・厨房４名・ケアハウス２名

７月 ・BCP研修／訓練（非常食の作り方・試食・他の備蓄品確認）  ２回

    厨房１名・ケアハウス入退７名・ケアハウス２名

    ・ケアハウス土砂災害研修／避難訓練

入居者５名・職員２名

８月 ・非常用トイレマニュアル研修／実地訓練

    各部会議にて、全職員参加

    ・特養 地震→火災→避難シュミレーション訓練  発電機作動→照明器具点灯訓練（２回）

     特養４名 

１１月 ・火災対応訓練（誤報の場合）  ２回

     特養職員３３名

主な修繕・設備整備の状況

変電設備機器更新工事

パソコン入替（19台）

ケアハウス 3階女性風呂 浴槽改修工事

ケアハウス 3階ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰｱﾗｰﾑ弁修繕工事

介護記録ソフト更新

介護保険請求ソフト更新

換気扇 3箇所入替工事

厨房冷蔵庫故障 入替

ケアハウス 3階風呂連結給湯器交換（5台）

火災受信機更新工事

8,547,000円

3,597,000円

290,400円

236,500円

3,766,950円

2,886,136円

400,400円

429,000円

1,177,000円

4,345,000円



利用率

今期目標数値 令和 7.4/1～令和 8.3/31実績

特 養（定員５０人） ９９％以上（空床１７４日） １００．６３％（空床６８日）

ショート（定員２０人） ９５％以上（１９名／日以上） ９４．７３％ （１８．９５人／日）

デ イ（定員３５人） ９５％以上（３３名／日以上） ７３．５％ （２５．７２人／日）

ヘルパー １０人／日以上訪問 １０．０４人／日

ケアマネ ４２人／ケアマネ１人 ４０．０１人／ケアマネ１人

ケアハウス（定員３０人） １００％（空床０日） ９９．４４％（空床６２日）

ひかりサロン（定員２４人） ７０％以上（１６．８名／日） ６６．８６％（１６．０５人）

７年度は、各サービスで利用率の向上ができた。 

・ショート １．０９人／日 増 ・ デイ ３．０２人／日 増

・ヘルパー ２．４６人／日 増 ・ ひかり ３．８３人／日 増


